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追　　悼

日野永一先生を偲んで

日本デザイン学会名誉会員 君島昌之

　名誉会員の日野永一先生が2019年 2月 8日に逝去されまし
た。謹んでご冥福をお祈りいたします。先生の急逝の報は 4月
末に人づてに耳に入りましたが、信じられませんでした。先生
には昨年の日本デザイン学会デザイン史部会でお話を伺い、今
年の年賀状もいただきお元気で過ごされておられるものと思っ
ておりましたので大変驚きました。
　先生は私にとり大学の先輩で学生時代より大変お世話になり
ました。身近に接し先生のお人柄に触れる機会も多々ありまし
たので振り返りながら先生をお忍びしたいと思います。
　先生は1958（昭和33）年 3月に東京教育大学芸術学科工芸
建築専攻を卒業され、東京都立工芸高等学校デザイン科に奉職
されました。当時の都立工芸高校は戦前からの伝統が色濃く残
された工芸・デザイン教育の中枢としてベテラン教員が多数を
占める中、新卒であった先生は苦労されたことを伺いました。
しかし、先生はその厳格な環境の中で日々の教育活動に加え研
究活動や執筆活動に情熱を燃やされました。
　私は先生の10年後輩で1968年に卒業後、メーカーでデザイ
ンを担当し 2年余りで退職後、浪人生活中に紹介され同じ都立
工芸高校デザイン科に奉職し、改めて先生の薫陶を受けること
になりました。先生の研究熱心で几帳面な性格や安易な妥協を
許さない実直なお姿を隣で目の当たりにしながら、いい加減な
私は緊張の日々を送っていたことが懐かしい思い出となってお
ります。
　先生は間もなく京都教育大学に栄転され、その後、兵庫教育
大学に移られましたが東京を離れた関西で豊かな人脈を築かれ
多方面にわたる研究活動で成果をあげられました。直接お会い
する機会は少なくなりましたが文部省関係の仕事で再び先生に
ご指導を仰ぐことになりました。文部省発行の高等学校教科書
「デザイン史」の執筆を委嘱された際には日野先生はじめ専門
の先生方よりデザインの歴史について多くのことを学びまし

た。同じく高等学校教員資格認定試験「デザイン」専門委員の
際にも先生のご指導を受け職務を果たすことができました。
　先生は兵庫教育大学退官後（名誉教授）、東京に戻られ実践
女子大学教授となられましたが、当時私は八王子の東京純心女
子大学に勤務しており身近になった先生の研究室に何回か伺い
ました。研究室の書架には江戸期の貴重な文献も含む膨大な蔵
書が整理され目を見張りました。それらデザイン関連の図書約
1,300冊を2006年に都立大学から新編成された首都大学東京に
システムデザイン学部が設置されるにあたり寄贈されました。
貴重な蔵書は日野キャンパスの図書館日野館に先生の名を冠し
て「日野文庫」として保管されています。先生は多くの方の活
用を希望されてますので大いに利用させていただきたいと願っ
ております。
　長年に渡る教職生活を無事終えられたことを記念して最初の
赴任校・都立工芸高校デザイン科の卒業生の企画により「日野
永一退職記念作品展」が2005年に銀座で開催されました。『方
円』－「円と正方形の造形」をテーマとしてアクリル板による
作品で加工も全て先生自身が携われた力作でした。
　関西で過ごされた期間が長く「意匠学会」、「産業技術学会」
でも活躍されましたがここでは「日本デザイン学会」での活動
成果を紹介します。長らく理事を務められ、平成 8年度に
「アール・ヌーボーと明治のデザイン運動」で年間論文賞、平
成13年度に功労賞、平成12年度に名誉会員に推挙されました。
また日本学術会議第16～18期芸術学研連委員、前経済産業省
産業構造審議会伝統的工芸品産業分科会指定小委員会委員長な
ど務められました。
　兵庫県丹波年輪の里で毎年開催される『丹波の森ウッドクラ
フト（木のおもちゃ大賞展）』では審査委員長を昨年まで長期
にわたり務められました。2002年設立された『木の文化フォー
ラム』にも毎年関わっておられ今年の『木の文化フォーラム』
では上記の（木のおもちゃ大賞展）の成果を発表される予定
だったそうですが残念ながら日の目を見ることができませんで
した。
　先生のご著書は多数ありますので一部を紹介します。
　『デザインの楽しみ』（筑摩書房）、『デザイン』（朝倉書店）、
『木工具の歴史』（第一法規）、 『万国博覧会の研究』（共著／思
文閣出版）、『現代のデザイン』（共著／勁草書房）、『日本タイ
ル博物誌』（共著／INAX出版）
　先生は昨年10月にご夫妻で「金婚式」を挙げられ、ご家族
の皆さまより祝福を受けられました。その後体調を崩され 2月
8日にお亡くなりになられました。病床ではご自分のことより
奥さまやご家族の皆さまを気遣い感謝の言葉を述べられたとお
聞きして先生の誠実で思いやりの気持ちが伝わってきました。
未だ教えていただきたいことが沢山ありましたが、多くの方に
慕われ充実した人生を送られた先生に感謝の気持ちを込め追悼
の言葉といたします。
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日本デザイン学会2018年度第5回理事会議事録

 日時■2019年 3月 9日（土曜日）14：30～17：00
 場所■ 慶應義塾大学　三田キャンパス　西校舎 1階

514教室
   出席者■ 小林、佐藤（弘）、蘆澤、石川、井口、池田

（岳）、池田（美）、岡崎、加藤（大）、加藤（三）、

上綱、工藤、國澤、久保（雅）、久保（光）、國

本、黄、杉下、永盛、生田目、平松、村上、両

角、山中、横溝、田村、小野、佐藤（浩）、加

藤（健）

   欠席者■ 松岡、大島、岡田、柿山、小山、佐々木、永井、
原田、細谷、森田、柳澤

1．副会長挨拶
小林副会長より挨拶がなされた。

2．2018年度第 3回運営委員会議事録の承認（佐藤本部副事
務局長）

2018年度第 3回理事会の議事録が示され、原案通り承認さ
れた。

【審議事項】

3．2019年度春季研究発表大会について （國本担当理事）
國本担当理事より、エクスカーション、オーガナイズドセッ

ション、および展示の準備状況について説明がなされた。オー

ガナイズドセッションの割り振りについては次回理事会にて審

議することとなった。

4．2019年春季大会テーマセッションについて（小林研究推
進委員長）

小林研究推進委員長より、申請のあったテーマセッション

（ 6件）について説明がなされた。また、キーノート講演（ 3件）
についても承認がなされた。ただし、交通費等の支出について

はオーガナイズドセッションの規定に則ることとなった。講演

の内容については何らかのかたち（例えば部会のホームページ

等）で残るようにすることが望ましいとの意見も挙がった。

5．2019年度秋季企画大会について（柚木実行委員長（代）
横溝第 1支部長）
横溝第 1支部長より、2019年度秋季企画大会の準備状況に

ついて報告がなされた。 8日（金）ならびに 9日（土）の14
時50分までの学生プロポジションまでを秋季企画大会、 9日

（土）15時20分のフィールドワークから10日（日）までを第 1
支部大会と位置付けると説明がなされた。議論の結果、両者の

会計処理を明確に分けることを条件に承認された。

6．会長賞の選考について（松岡会長（代）小林副会長）
小林副会長より、会長賞の選考結果について経過報告がなさ

れた。 5名の推薦がなされたが、追加で推薦したいとの希望が
挙がった。そのため、募集要項にしたがって 3月中に申請して
いただくこととなった。また、事務局より再度募集案内を送付

することとなった。

7．研究部会新設について（小林研究推進委員長）
小林研究推進委員長より、「農業デザイン研究部会」新規設

置に関して提案がなされた。当該部会の幹事候補である石川義

宗氏より説明がなされ、承認された。

8．研究部会について（松岡会長（代）小林研究推進委員長）
小林研究推進委員長より、活動がみられない研究部会の扱い

について検討を行い、次回理事会までに方針をまとめるとの報

告がなされた。

9．学会各賞選考委員会委員長について（山中担当理事）
山中担当理事より、次期学会各賞選考委員会委員長の選定が

難航しており、引き続き検討を行っていくとの報告がなされ

た。

10．会員の移動について（佐藤（浩）本部副事務局長）
事務局に提出された書類を回覧・審議した結果、

　　入会： 正会員16名（内外国人 3名）、学生会員 8名（内外
国人 2名）

　　退会：正会員25名、学生会員 9名
　が承認された。

11．2019年度春季大会オーガナイズドセッション募集につい
て（岡崎総合企画委員長）

岡崎総合企画委員長より、応募のあった 4つのオーガナイズ
ドセッション企画について説明がなされ、承認された。

12．特集号の進捗状況について（井口学会誌編集・出版委員
長）

井口学会誌編集・出版委員長より、今年度分として「QOL+
を考える」「家具のデザインと技術」を刊行したいとの提案が

なされ、承認された。また、2019年度分については 1件の企
画があり、残りの 1件分については引き続き募集と検討を進め
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ていくとの説明がなされた。なお、今年度当初予定されていた

企画については原稿の提出が滞っていることから、刊行を見送

ることとなった。

【報告事項】 
13．2019年春季研究発表大会概要集について（永井概要集編
集委員長（代）永盛委員）

永盛委員より、大会概要集（USB形式）の準備状況につい
て報告がなされた。原稿の受付期間延長について議論した結

果、10日間延長することとなった。また、原稿募集に関する
告知をメールにて行うこととなった。

14．2018年度秋季企画大会会計報告（田村担当理事）
田村担当理事より、2018年度秋季大会会計報告について説
明がなされ、承認された。

15．第一回ワールド・エコデザイン・カンファレンス【WEDC】
報告（黄理事）

黄理事より、第一回ワールド・エコデザイン・カンファレン

スについて報告がなされた。

16．Designシンポジウム2019について（小林実行委員長／加
藤幹事）

小林実行委員長より、Designシンポジウム2019への積極的
な参加と発表のお願いがなされた。

17．藝研連公開シンポジウムについて（小林担当理事）
小林担当理事より、2019年 6月 8日（土）に国立国際美術
館で開催（幹事：意匠学会）されるとの説明がなされた。

18．デザイン学研究の進捗状況について（久保論審委員長）
久保論審委員長より、遅延が発生している『デザイン学研

究』Vol.65のNo.3は 3月中に発行され、No.4については 4月
から 5月に発行される予定との説明がなされた。また、 3月時
点での論文審査状況ならびに2018年度における『デザイン学
研究』の論文審査状況と J-stageでのアクセス状況の説明がな
された。

19．英文ジャーナルの進捗状況について（村上論審副委員長）
村上論審副委員長より、 3月時点での論文審査状況の報告が

なされた。また、2018年度における『Journal of  the Science 
of  Design』の論文審査状況と J-stageでのアクセス状況の説明
がなされた。

20．作品集の進捗状況について（杉下作品審査委員長）
杉下作品審査委員長より、作品集の進捗状況の報告がなされ

た。正文社への原稿の入稿が完了しており、 3月中に J-Stage
で公開されるとの説明がなされた。

21．2018年度春季研究発表大会会計報告（小野本部副事務局
長）

小野本部副事務局長より、訂正版の2018年度春季研究発表
大会会計について報告がなされた。

22．第 2支部企画について（平松第 2支部長）
平松第 2支部長より、第 2支部企画「2018年度の教育成果

物を紹介する小冊子の制作」への応募のお願いがなされた。な

お、応募作品の著作権に関する注意事項を再度メールで連絡す

ることとなった。

記録：佐藤（浩）

日本デザイン学会2019年度第1回運営委員会議事録

 日時■2019年 4月 6日（土曜日）14：30～17：00
 場所■ 慶應義塾大学　三田キャンパス（田町）
                   北館 1階　会議室 2
   出席者■ 松岡、蘆澤、井口、岡崎、上綱、國澤、國本、

久保（光）、杉下、永盛、生田目、平松、村上、

柳澤、小野、佐藤（浩）、加藤（健）

 欠席者■ 小林、大島、加藤（三）、工藤、小山、山中、
佐藤（弘）

1．会長挨拶
松岡会長より挨拶がなされた。

2．2018年度第 5回理事会議事録の承認
2018年度第 5回理事会の議事録が示され、原案通り承認さ

れた。

【審議事項】

3．2019年度学会活動方針（松岡会長）
松岡会長より、2019年度の活動の柱となる 3つの方針に関

する概要の説明がなされた。詳細については次回の理事会にて

提案することとなった。

4．2019年度学会組織について（松岡会長）
松岡会長より、2019年度学会組織案が示された。案に基づ
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き、各委員会で検討するとともに、事務局は幹事を含めた組織

表を次回理事会までに示すこととなった。また、支部長・委員

長へ2018年度活動報告と2019年度活動計画作成を依頼するこ
ととなった。

5．2019年度各賞授賞選考委員会・委員長について（山中担
当理事（代）松岡会長）

松岡会長より、2019年度各賞授賞選考委員会・委員長は庄
司晃子先生にお願いすることとなったとの説明がなされ、承認

された。

6．2019年度学会年間スケジュールについて（佐藤本部副事
務局長）

佐藤本部副事務局長より、2019年度学会年間スケジュール
案について説明がなされた。議論の結果、理事会日程の修正や

選挙日程の確認等を行い、次回の理事会にて修正版を示すこと

となった。

7．会長賞の選考について（松岡会長）
松岡会長より、各支部と委員会より 7名の推薦があったとの
説明がなされた。審議の結果、推薦のあった 5名に授賞するこ
ととなった。

8．2019年度名誉会員の選考について（佐藤本部事務局長（代）
小野本部副事務局長）

小野本部副事務局長より、名誉会員の推挙について説明がな

された。候補者の先生方に最終的な意思確認を行うこととな

り、小野本部副事務局長がとりまとめを行い、次回理事会で最

終決定を行うこととなった。

9．2019年度春季研究発表大会について（國本担当理事）
國本担当理事より、2019年度春季研究発表大会における収
支予算案について説明がなされた。テーマセッションの配置等

の詳細な日程調整については至急実施することとなった。

10．テーマセッションにおけるキーノート講演案について
　（小林研究推進委員長（代）蘆澤委員）

蘆澤委員より、テーマセッションにおけるキーノート講演案

について提案がなされた。講演者からの参加費・発表費の支払

いは不要である旨を追加することとなり、承認された。

11．2019年度春季研究発表大会演題登録と概要集について
　（永井概要集編集委員長（代）永盛委員）

永盛委員より、 4月 5日時点で講演論文の投稿完了者は187

名分であるとの報告がなされ、概要集の準備を進めていくとの

説明がなされた。

12．2019年度秋季企画大会について（柚木実行委員長（代）
小野本部副事務局長）

小野本部副事務局長より、2019年度秋季企画大会の準備状
況について説明がなされた。具体的には、 5月中に会告用チラ
シを完成させ、春季大会での告知を予定しているとの説明がな

された。

13．研究部会について（小林研究推進委員長（代）蘆澤委員）
蘆澤委員より、研究部会の活性化に向けた追加の研究部会細

則案が示された。議論の結果、提案のなされた案に基づき、修

正版の細則を次回の理事会で示すこととなった。

 
14．論審体制刷新の進捗状況について（和文：久保論審委員
長、英文：村上論審副委員長）

久保論審委員長より、「報告」論文の位置づけ、投稿者にも

査読者にもわかりやすい区分の必要性等の検討、および論文執

筆アドバイス等の投稿数増加と論文の質向上に向けた検討内容

について説明がなされた。村上論審副委員長より、エディトリ

アル制の整備に向けて、英文論文における査読体制の整備・充

実の必要性について説明がなされた。これらについては具体的

なスケジュールを明示して進めていくこととなった。

15．第 2支部企画について（平松第 2支部長）
平松第 2支部長より、第 2支部企画の現状について説明がな

された。議論の結果、特許等の申請に関する注意を追記して対

象者に連絡をすることとなり、修正案については次回の理事会

で示すこととなった。

16．会員の移動について（佐藤（浩）本部副事務局長）
事務局に提出された書類を回覧・審議した結果、

　入会：正会員17名、学生会員22名（内外国人 7名）
　退会：正会員11名、学生会員 1名
　休会：正会員 4名、学生会員 2名
が承認された。

【報告事項】 
17．Designシンポジウムについて（加藤担当理事）
加藤担当理事より、講演募集の説明がなされ、日本デザイン

学会からの積極的な発表のお願いがなされた。
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18．デザイン学研究の進捗状況について（久保論審委員長）
久保論審委員長より、『デザイン学研究』Vol.65のNo.3は 3

月末に発行され、No.4については 5月に発行される予定との
説明がなされた。また、 4月 4日時点での論文審査状況の説明
がなされた。

19．英文ジャーナルの進捗状況について（村上論審副委員長）
村上論審副委員長より、 4月 4日時点での論文審査状況の報

告 が な さ れ た。 ま た、『Journal of  the Science of  Design』
Vol.3のNo.1は予定通り 5月発行予定であるとの説明がなされ
た。

20．特集号の進捗状況について（井口学会誌編集・出版委員長）
井口学会誌編集・出版委員長より、昨年度未発行の号の 1つ
が 4月末から 5月上旬に発行されるとの報告がなされた。ま
た、今年度分の 2冊と昨年度分の未発行 1冊分の計 3冊が 5月
以降に発行される予定であるとの説明がなされた。

21．作品集の進捗状況について（杉下作品審査委員長）
杉下作品審査委員長より、 3月28日に24号発行されたとの

報告がなされた。また本年度は、J-stageへのアクセス状況を
活用した活動を検討しているとの説明がなされた。

22．『デザイン科学事典』の編集状況について（加藤担当理事）
加藤担当理事より、『デザイン科学事典』の編集状況につい

て報告がなされた。現在、原稿156件査読完了・未脱稿 5件で
あり、2019年 9月もしくは10月の出版を目標に内容確認を行っ
ていくとの説明がなされた。

23．第三支部2018年度研究発表大会開催報告について（國本
副支部長）

國本副支部長より、 3月10日に開催された2018年度研究発
表大会について報告がなされた。

 記録：佐藤（浩）

日本デザイン学会2019年度第1回理事会議事録

 日時■2019年 6月 1日（土曜日）14：00～17：00
 場所■ 慶應義塾大学　三田キャンパス（田町）
　　　　　  研究室棟 1階　B会議室
   出席者■ 松岡、小林、佐藤（弘）、蘆澤、井口、池田（岳）、

岡崎、加藤（大）、上綱、國澤、國本、久保（雅）、

久保（光）、黄、佐々木、杉下、永盛、平松、村

上、柳澤、柚木、横溝、森山、小野、佐藤（浩）、

加藤（健）

 欠席者■ 池田（美）、大島、岡田、柿山、加藤（三）、工藤、
小山、田村、永井、生田目、原田、細谷、森田、

両角、山中

1．会長挨拶
松岡会長より挨拶がなされた。

2．2019年度第 1回運営委員会議事録の承認
2019年度第 1回運営委員会の議事録が示され、原案通り承認

された。

【審議事項】

3．2019年度学会活動方針（松岡会長）
松岡会長より、2019年度学会活動方針案が示され、承認さ

れた。

4．2019年度学会組織について（松岡会長）
松岡会長より、2019年度学会組織案が示され、承認された。

各委員会・支部における幹事選出は可能な範囲で総会までに

行っていただき、事務局にメールで連絡することとなった。

5．2019年度学会年間スケジュールについて（佐藤（浩）本
部副事務局長）

佐藤（浩）本部副事務局長より、2019年度学会年間スケ
ジュール案について説明がなされた。審議の結果、2020年 4
月の理事会日程が11日に変更となり、承認された。

6．2018年度決算について（小野本部副事務長）
小野本部副事務局長より、2018年度の決算について説明が

なされ、誤記の修正部分を除き、承認された。

7．2019年度予算案について（小野本部副事務局長）
小野本部副事務局長より、2019年度予算について説明がな
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され、誤字等の軽微な修正を除き、承認された。

8．2019年度名誉会員の選考について（小野本部副事務局長）
小野本部副事務局長より、名誉会員の選考について説明がな

された。審議の結果、 8名を推挙することとなった。

9．2019年度総会と議案書について（佐藤本部事務局長）
佐藤本部事務局長より、2019年度総会式次第案と議案書案

について説明がなされ、承認された。

10．2019年度春季研究発表大会について（國本担当理事）
國本担当理事より、2019年度春季研究発表大会の準備状況
について報告がなされた。エクスカーション準備や企業協賛・

展示等、引き続き準備を進めていくこととなった。

11．春季研究発表大会におけるグッド・プレゼンテーション
賞の実施と受賞対象者およびその通知方法について（久保論

審委員長）

久保論審委員長より、グッド・プレゼンテーション賞の実施

方法と規定案について説明がなされた。審議の結果、受賞対象

者は発表者のみとし、受賞者の公表においても発表者のみを掲

載することとなった。

12．2019年度秋季企画大会について（柚木実行委員長）
柚木実行委員長より、スケジュール等の計画案やチラシ案に

ついて説明がなされた。引き続き、webサイトやチラシの準備
を進めていくこととなった。

13．今年度秋季大会における投稿論文区分新設にかかわる討
論会「新しい論文かたち（仮題）」実施の提案（久保論審委

員長）

久保論審委員長より、今年度秋季大会における投稿論文区分

新設にかかわる討論会開催について説明がなされた。議論の結

果、今年度秋季大会において開催する方向で検討を進めていく

こととなった。

14．研究部会について（小林研究推進委員長、蘆澤委員）
蘆澤研究推進委員より、研究部会の活性化に向けた部会活動

に関する規定案の説明がなされた。審議の結果、終会の方法に

ついて研究推進委員会で引き続き審議し、次回の理事会で示す

こととなった。

15．第 2支部企画について（平松第 2支部長）
平松第 2支部長より、第 2支部企画「教育成果集」について

説明がなされた。今後のスケジュールや著作権規定について確

認がなされ、承認された。

16．会員の移動について （佐藤（浩）本部副事務局長）
事務局に提出された書類を回覧・審議した結果、

　入会： 正会員35名（内外国人 2名）、学生会員71名（内外
国人13名）

　退会： 正会員12名（内外国人 1名）、学生会員 7名
　賛助会員： 1社
が承認された。

17．論文集の参考文献書式について （松岡会長）
松岡会長より、論文集の参考文献におけるDOI表記の書式
について、学会としての推奨フォーマットの必要性について説

明がなされた。次回の理事会において、論文審査委員会から推

奨フォーマットについて提案することとなった。

【報告事項】 
18．2019年度春季研究発表大会演題登録と概要集について（永
井概要集編集委員長永盛）

永盛委員より、発表件数は275件（口頭発表：169件／ポス
ター発表：106件）との報告がなされた。

19．特集号・会報の進捗状況について（井口学会誌編集・出
版委員長）

井口学会誌編集・出版委員長より、「QOL+を考える」が刊
行され、「家具のデザインと技術」が10月に刊行される予定と
の説明がなされた。また、これらに加えて、今年度中に 2号分
刊行するよう企画を進めていくとの報告がなされた。

20．デザイン学研究の進捗状況について（久保論審委員長）
久保論審委員長より、『デザイン学研究』の進捗状況につい

て報告がなされた。また、Vol.65のNo.4の発行が 6月上旬に
なるとの報告がなされた。

21．英文ジャーナルの進捗状況について（村上論審副委員長）
村上論審副委員長より、『Journal of  the Science of  Design』
の進捗状況について報告がなされた。Vol.3のNo.1の発行が 6
月上旬になるとの報告がなされた。

22．作品集の進捗状況について（杉下作品審査委員長）
杉下作品審査委員より、応募促進に向けたチラシ作成や会員

への発信方法の検討を行っているとの報告がなされた。
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23．「デザイン科学事典」の編集状況について（加藤担当理事）
加藤担当理事より、すべての原稿が揃い、10月刊行を目指
して最終の編集作業をしているとの報告がなされた。

24．ホームページ更新状況について（大島広報委員長（代）
永盛委員）

永盛委員より、現状の広報委員会の体制について説明がなさ

れ、更新作業を促進していくとの報告がなされた。

25．日本工学会での学会紹介について（佐藤本部事務局長）
佐藤本部事務局長より、 5月22日に開催された日本工学会

事務研究委員会（@パシフィコ横浜）で学会紹介を行ったと
の報告がなされた。

26．空き家活用とまちづくりを考えるシンポジウムについて
（佐々木監事）

佐々木監事より、2019年 6月15日（土）開催予定の空き家活
用とまちづくりを考えるシンポジウムについて説明がなされた。

27．2020年度以降の春季大会・秋季企画大会について（松岡
会長）

松岡会長より、2020の秋季企画大会や2021春季大会の開催
校の検討について担当委員会を中心に進めていただきたいとの

説明がなされた。

 記録：佐藤（浩）

日本デザイン学会2019年度第2回理事会議事録

 日時■2019年 6月28日（金曜日）11：30～12：30
 場所■ 名古屋市立大学　桜山キャンパス　西棟 2階

講義室A
   出席者■ 松岡、小林、佐藤（弘）、井口、池田（岳）、大島、

岡崎、柿山、加藤（大）、加藤（三）、上綱、工藤、

國澤、國本、久保（雅）、黄、佐々木、杉下、田

村、永盛、生田目、平松、細谷、益岡、柳澤、小

野、佐藤（浩）、加藤（健）

 名誉会員■ 石村、酒井、須永、坪郷、中嶋、長谷、三橋、山
田

 欠席者■ 蘆澤、池田（美）、岡田、久保（光）、小山、永井、
原田、村上、両角、森田、山中、横溝

1．会長挨拶
松岡会長より挨拶がなされた。

2．名誉会員の紹介
石村名誉会員、酒井名誉会員、須永名誉会員、坪郷名誉会員、

中嶋名誉会員、長谷名誉会員、三橋名誉会員、山田名誉会員よ

り、挨拶と近況報告がなされた。

3．2019年度第 1回理事会議事録の承認
2019年度第 1回理事会の議事録が示され、原案通り承認され

た。

【審議事項】

4．2019年度秋季企画大会について（柚木実行委員長（代）
佐藤本部事務局長）

佐藤本部事務局長より、チラシの紹介と日程等の確認がなさ

れた。

5．2020年度春季研究発表大会について（益岡実行委員）
益岡実行委員より、2020年 6月19日（金）から21日（日）
の日程で準備を進めているとの報告がなされた。最終的な日程

の決定は次回の運営委員会にて行うこととなった。

6．キーノート講演について（小林研究推進委員長）
小林研究推進委員長より、キーノート講演に関する規定につ

いて説明がなされ、非会員による講演の場合には交通費と謝礼

を支出することとなった。また、名誉会員も含めた会員への謝

礼を支出する際の規定を今後策定することとなった。

7．研究部会について（小林研究推進委員長）
小林研究推進委員長より、研究部会の活動に対する規定案が

示され、承認された。

8．グッド・プレゼンテーション賞選考について（久保論審委
員長（代）佐藤論審委員）

佐藤論審委員より、グッド・プレゼンテーション賞の選考基

準や選考方法について説明がなされた。また、本年度から受賞

対象者は発表者のみとなった。

9．論文集の参考文献書式（DOI表記書式）について（佐藤
論審委員）

佐藤論審委員より、論文集の参考文献書式（DOI表記書式）
案について説明がなされた。議論の結果、次回の運営委員会に

て他の JSSD論文集の現状を確認した上で再度提案することと
なった。
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10．選挙管理委員の委嘱について（佐藤本部事務局長）
佐藤本部事務局長より、選挙管理委員長として永盛祐介理事

が推挙され、承認された。

11．会員の移動について （佐藤（浩）本部副事務局長）
事務局に提出された書類を回覧・審議した結果、

　入会： 正会員 8名（内外国人 3名）、学生会員 5名（内外
国人 3名）

　退会：学生会員 3名（内外国人 1名）
が承認された。

【報告事項】 
12．デザイン学研究の進捗状況について（久保論審委員長（代）
佐藤論審委員）

佐藤論審委員より、『デザイン学研究』の進捗状況について

報告がなされた。また、Vol.65のNo.4が発行され、メールに
て会員へお知らせするとの説明がなされた。

13．英文ジャーナルの進捗状況について（村上論審副委員長
（代）柳澤論審委員）

柳澤論審委員より、『Journal of  the Science of  Design』の
進捗状況について報告がなされた。Vol.3のNo.1が発行され、
メールにて会員へお知らせするとの説明がなされた。

14．特集号・会報の進捗状況について（井口学会誌編集・出
版委員長）

井口学会誌編集・出版委員長より、100号として「共創・当
事者デザインについて」が 9月に刊行予定との説明がなされ
た。また、次号の会報にて掲載予定の追悼文の執筆者も決定

し、準備を進めているとの報告がなされた。

15．作品集の進捗状況について（杉下作品審査委員長）
杉下作品審査委員長より、募集に関する情報を発信してお

り、現在作品を受け付けているとの報告がなされた。

16．藝術学関連学会連合（学術会議一部）より（小林担当理事）
小林担当理事より、2019年 6月 8日（土）に国立国際美術
館でシンポジウムが開催（幹事 :意匠学会）されたとの報告が
なされた。

17．ホームページ更新状況について（大島広報委員長）
大島広報委員長より、支部や研究部会の更新回数が増加して

きているとの報告がなされた。また、幹事等を追加して広報活

動を促進していくこととなった。

18．第 2支部企画について（平松第 2支部長）
平松第 2支部長より、2019年度の「教育成果集」について
は全支部を対象とした成果集にする予定であるとの説明がなさ

れた。

19．Designシンポジウムの講演募集について（加藤担当理事）
加藤担当理事より、Designシンポジウムの講演募集期間が

延長されたとの説明がなされ、積極的な応募のお願いがなされ

た。

20．デザイン関連学会シンポジウムについて（松岡会長）
松岡会長より、デザイン関連学会シンポジウム（幹事学会：

道具学会）が11月15日に開催されるとの案内がなされた。

21．2019年度年間学会スケジュールについて（佐藤本部副事
務局長）

佐藤本部副事務局長より、2019年度年間学会スケジュール
が示された。

22．2019年度学会各賞候補推薦について（松岡会長）
松岡会長より、2019年度学会各賞候補推薦のお願いがなさ

れた。

 記録：佐藤（浩）

2019年度日本デザイン学会秋季企画大会・第 1支部大会速報

東北芸術工科大学　柚木泰彦

下記の通り、2019年度日本デザイン学会秋季企画大会およ
び2019年度日本デザイン学会第 1支部大会を開催いたします。
秋の香りあふれる山形に是非ご参集ください。

■会　　　場：東北芸術工科大学

■企画テーマ：おいしいデザイン

■期　　　間：2019年11月 8日（金）～10日（日）
11月 8日（金）：開会式、基調講演、出版記念講演 
11月 9日（土）： ライトニングトーク、学生プロポジション、

フィールドワーク、討論会、懇親会

11月10日（日）：フィールドワーク成果発表、閉会式
■実 行 委 員： 東北芸術工科大学デザイン工学部プロダクトデ

ザイン学科（担当：柚木、酒井、藤田、長田） 
詳しくは以下の大会サイトをご確認ください。

https://www.tuad.ac.jp/jssd19f/
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2020度日本デザイン学会春季研究発表大会告知

岡山県立大学　益岡了

令和 2年度春季研究発表大会の日程と会場についてお知らせ
いたします。多数の会員のみなさまのご参加をお待ちしており

ます。

■会　　　場：岡山県立大学

■日　　　程：2020年 6月26日（金）～ 6月28日（日）
※ 詳細につきましては、準備が出来次第、日本デザイン学会 
ホームページ等にてお知らせいたします。

2019年度総会報告　本部事務局

2019年 6月28日（金）、名古屋市立大学桜山キャンパスさく
ら講堂において、第66回総会が開催されました。司会進行は
佐藤弘喜本部事務局長が行いました。司会より、議決権を持つ

代議員の出席者数が会場出席者27名、委任状が77で、過半数
（定数134名）により総会が成立することが報告されました。
次に総会の議事録署名人 2名を会場から募り、田村良一理事と
加藤健郎理事が担当することを決定した後に議事に入りまし

た。議事は松岡由幸会長を議長として進行しました。

はじめに、松岡由幸会長より挨拶と活動方針の説明がありま

した。2019年度は対象領域の拡大、研究・教育基盤の向上、
他団体との連携強化の三つを基本施策として推進していきたい

との方針が示されました。次に、第 1号議案として2018年度
事業報告が小林昭世副会長から説明されました。会場からの質

疑応答を経て議決の結果、承認されました。また第 2号議案の
2018年度収支決算報告が小野健太本部副事務局長により説明
され、それに対し國澤好衛・佐々木美貴幹事から監査報告がな

されました。引き続き、報告事項として2019年度委員会等一
覧（案）、日本デザイン学会組織（案）が示され、続いて2019
年度事業計画（案）が佐藤弘喜副会長より説明されました。そ

して、2019年度予算案が佐藤浩一郎本部副事務局長より説明
されました。なお、議案の詳細については会報末に総会資料を

掲載いたしましたので、ご参照下さい。

議事終了後、新たな名誉会員として青木史郎会員（101号）、
石川善美会員（102号）、石村真一会員（103号）、須永剛司会
員（104号）、坪郷英彦会員（105号）、山内勉会員（106号）、
山田弘和会員（107号）の 7名に名誉会員証の贈呈が行われま
した。最後に学会各賞選考委員会の山中敏正担当理事より、学

会各賞の報告がありました。荒井利春氏、中嶋猛夫氏、長谷高

史氏の 3名が功労賞を受賞されました。

写真３　小野健太本部副事務局長による2018年度収支決算報告

写真１　松岡由幸会長による挨拶

写真４　功労賞の贈呈

写真２　小林昭世副会長による2018年度事業報告
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デザイン関連学会シンポジウム

　2019年11月15日（金）13：00（予定）の日程で、道具学会
（幹事学会）、日本デザイン学会、意匠学会、芸術工学会、基礎

デザイン学会の共催によるデザイン関連学会シンポジウムが開

催されます。

　このシンポジウムは、Designシンポジウム2019との関係で
開催されます。

　会場は、Designシンポジウム2019ホームページ
　　http://jssd.sakura.ne.jp/ds2019/
　詳細が決まり次第、皆様にお知らせいたします。

　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

（武蔵野美術大学　小林昭世）

Designシンポジウム2019

　2019年11月16日（土）～17日（日）の日程で、日本デザイ
ン学会（幹事学会）、日本機械学会、精密工学会、日本設計工

学会、日本建築学会人工知能学会の共催によるDesignシンポ
ジウム2019＠慶應義塾大学が開催されます。
　詳細は、Design シンポジウム2019ホームページ
　　http://jssd.sakura.ne.jp/ds2019/
に掲載しますのでご覧下さい。

　多くの皆様のご参加をお待ちしています。

（慶應義塾大学　加藤健郎）
住所不明で戻ってくる郵便物が

増えております．

住所変更は確実にお願いします．

届出は文書にてお願いします．

転居される方は、FAXまたは

綴じ込みの「入会届け」に

朱書きで「変更届け」と書き添えて、

事務局までご連絡ください．

ホームページ 

http：//jssd.jp/files/change_regular.pdにも

様式が掲載されておりますので

ご利用ください．

退会等の届出も必ず文書にて

お願いします．  本部事務局

住
所
変
更
は
お
済
み
で
す
か
？
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第5支部活動報告

日本デザイン学会第 5支部では、下記のとおり第 5支部発表
会を開催いたします。

■日　　　程：2019年11月23日（土・祝日）
■会　　　場：西日本工業大学　小倉キャンパス

■幹　事　校：西日本工業大学

本発表会では、全国区で開催される春季研究発表大会に準じ

た口頭形式／ポスター形式による「研究発表」、発表練習や聴

講者との意見交換を目的としたプレゼンテーション形式による

「ライトニングトーク」の 2区分を新たに設けることにしました。
また、前者においては、発表者の投稿作業の容易化、投稿コ

ンテンツの多様化を目的として、これまでのPDF概要集から
「MediaWiki」の利用を試みることしました。
詳細につきましては、 下記のリンクよりご確認ください。
　http://design.kyusan-u.ac.jp/jssd5th/index.php/    
実行委員会一同、多くの皆様のご発表、ご参加を、心よりお

待ちしております。

（九州大学　田村良一）

献本御礼

◆献本

「Webと著作権」発行：JAGDA創作保全委員会編
「デザインの知恵」須永剛司著

「視覚文化とデザイン」井口壽乃編

「和田邦坊　デザイン探訪記　東京・香川編」西谷美紀著

◆機関誌

「多摩美術大学　研究紀要　第33号　2018」研究紀要委員会編、
2018年

「工学教育研究講演会　講演論文集　第67回年次大会プログラ
ム　2019」公益社団法人　日本工学教育協会編

「GK Report　2019 No.35  モノと人の相互進化」GKデザイ
ングループ、2019年 3月

「TAMABI NEWS　81/82」発行：多摩美術大学、2019年 4
月／ 7月

「第 7回国際ユニヴァーサルデザイン会議2019 in バンコク報
告書」　一般財団法人国際ユニヴァーサルデザイン協議会編、

2019年 5月
「JOS  第11巻・第 1号」日本オフィス学会編、2019年 5月
「多摩美術研究　第 8号　2019」多摩美術研究編集委員会編、

2019年 6月
「デザイン理論　意匠学会編　74号」発行：意匠学会編、2019

自
動
引
き
落
と
し
手
続
き
の
お
願
い

当学会では、会費の自動引き落としが義務付
けられております．すでに、半数以上の会員
の方にご利用いただいておりますが、 まだ登
録がお済でない会員の方は、 登録手続きをさ
れますよう、お願い申し上げます．また、口座
引き落とし依頼書がお手元にない方は、本部
事務局へご請求ください．
2019 年度の年会費引き落としは、5 月 7 日
付けにて引落をさせて頂きます．
宜しくお手配くださいます様お願い申し上げ
ます．

本部事務局



12JSSD NEWS
No.224

年 8月
「The JAGDA 194」発行：JAGDA、2019年 8月
「天文月報－安全保障と天文学（ 3）（ 4）」　公益社団法人日本
天文学会編、2019年 9月

会員の移動

◆2019年度 1回運営委員会　2019.04.06
新入会

正会員17名
伊藤　一成 大友　邦子 大淵　和憲 沖田実嘉子

小枝　洋平 佐藤　昭則 菅　　俊一 辻　　康介

長野　和雄 長谷川紫穂 馬場　始三 藤岡　千也

藤原　慶二 町田　小織 松本　光広 八神　寿徳

山下　活博

学生会員22名（内海外会員 7名）
池田　　努 伊藤　優花 岩崎　翔太 海野真梨菜

大谷亮太朗 梶原　千恵 川嵜加奈代 川瀬　彩華

近藤　祐未 寒河江厚史 杉戸　亮介 豊福　拓歩

細江沙里那 前田　　萌 吉松　　孝 林　　恩琪

Tsao, Yu Tung 張　　凱棋 張　　力予 陳　　證邱

陳　　博聞 Ongon Witthayathada

退会

正会員12名
青木　和幸 大平　　正 奥村　和則 佐々木里史

佐藤　延男 杉浦　良輔 高山　啓子 塚田　勝之

冨田奈都美 根之木英二 松本　誠一 山田　大典

休会

正会員 6名

◆2019年度 1回理事会　2019.06.01
入会

正会員34名（内海外会員 2名）
明田川紗代 石川　寛之 石川勇次郎 貝塚乃梨子

角田　奈菜 片田　汰架 加藤　亮介 釜本　真有

亀田　佳一 北崎　允子 具志堅裕介 栗秋　良子

郡　祐太郎 小橋　佳衣 小橋　圭介 近藤　　孝

佐々木康輔 篠田　隆行 高尾　俊介 田丸　和寿

中尾　　寛 中村　英誉 名古屋友紀 林　　秀治

林　　瑞恵 平川　和明 平瀬亜由美 村石伊知郎

森　　照明 森本　康平 山本　美里 油井千佳子

張　　羽桐 Wu Chih-Fu 

学生会員71名（内海外会員13名）
相澤　康智 飯塚　柊斗 市川　智子 猪股　祐衣

内海　慧吾 海野　一樹 大久保恭利 王城　向葵

太田　聡海 太田　　壮 岡田恵利子 小倉　一将

小野田万粋 門井　幸大 鎌田　吉紀 上山　朝史

川口　響子 菅野　　鈴 菊池　　紬 北中　浩之

木下　夕嗣 木村はるな 藏野　夏海 工藤　悦子

小島　千穂 小林　菜摘 近藤　菜緒 櫻井　美歩

佐藤　祐衣 佐野　萌夏 澤田　幸希 島澤　　全

島田　　絵 嶋田　祥之 曽我部夏樹 髙橋　浩一

髙山　裕貴 田中　　亮 中島　玲奈 中園　　唯

西　　鞠乃 服部　雄紀 原　絵里子 廣瀬　夏和

藤本　　稜 本間しおり 牧野　竜二 松本　恵渚

水上　夏希 三穂野春彦 都　　淳朗 宮原佑貴子

宮前　翔一 望月　琴未 山田　航大 横山　陽子

横山　理紗 吉澤　健太 李　　銘倫 陳　　娟志

王　　　健 陳　　誼菲 沈　　恵園 黄　　元鴻

陳　　相如 田　　　娜 柯　　永林 崔　　　壮

張　　伝揚 LI QIANQIAN　　SHASHA LI

退会

正会員11名（内海外会員 1名）
阿野　晃秀 奥脇　加奈 五十殿利治 釜池　光夫

亀梨亜弥華 木本　晴夫 末廣　健一 蔦谷　邦夫

堀江　武史 森　　久紘 万　　人立

学生会員 7名
小笠原直人 川野辺晏実 岸本　大輝 昆野　照美

関　　悠嗣 中村　　翼 横山　翔栄

協賛会員 1件
（株）福井洋傘　

訃報

出町　克人（ 3地区）

◆2019年度 2回理事会　2019.06.28
入会

正会員 8名　（内海外会員 3名）
阿久津友宏 後藤　圭介 高安　啓介 徳久　　悟

水谷　晃啓 陳　　寛常 劉　　元敬 白　　　羽
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学生会員 5名（内海外会員 3名）
木越　　純 北川　寛明 蔡　　宛蓁 Mengxi Chen
Haewsungcharern Pitumon

退会

学生会員 3名（内海外会員 1名）
中尾　俊祐 南本　　翔 童　　欣路

◆2019年度 2回運営委員会　2019.09.07
入会

正会員 8名
榎　　芳栄 太田　　晶 佐藤　有理 中村　俊介

丹羽由佳理 卜　　天舟 三好　大輔 森岡　大輔

学生会員 5名（内海外会員 3名）
荒木　麻耶 吉田　和人 陳　　　瀅 Shasha Li
Huang Miao

退会

正会員 7名
岩瀬　大地 繁延　　大 城間　祥之 内記　麻子

橋本　和幸 松岡　英気 三橋　幸次

学生会員 6名
梅村　隼多 木塚あゆみ 髙橋　祐亮 西村　　渉

吉田　周生 吉田　　傑

訃報

香川　昌久（ 4地区）
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 第 1 号議案  

2018 年度 事業報告 

 

論文審査委員会 
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企画委員会 支部企画 

委員長 平松 早苗 
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市販図書企画・編集委員会 

委員長 加藤健郎 
 

2018年度 

春季研究発表大会実行委員会 

実行委員長 赤井 愛 
 

開会式：宮岸大会委員長  
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基調講演（中台澄之氏）  
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オーガナイズドセッションB 
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懇親会での会長賞表彰式 
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5

 

 
学生プロポジションの様子 

5 10 13
14 9

5
 

10 13 6
2018 9

GEIKO
5

70

 

 
懇親会の様子 

LOH Wei Leong  
2018 Website: 

http://www.design.kyushu-
u.ac.jp/~jssd18f/ 

学会各賞選考委員会担当 

担当理事 山中 敏正 
 

 

Design シンポジウム担当 

担当理事 小林 昭世 
 

 
2018

2019

IASDR担当 

担当理事 山中 敏正 
 

日本学術会議 

第一部/人文・社会科学 

担当理事 小林 昭世 
 

16  

  
2018

6 2 ( )

 

横断型基幹科学技術 

研究団体連合 

担当理事 蘆澤 雄亮 
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日本工学会 

担当理事 村上 存 

 

100

2018 30

10
 

機械工業デザイン賞審査委

員会担当 

担当理事 小林 昭世 
 

2018
HD 1000i

 

第１支部 

支部長 横溝 賢 
 

 

 

 

https://jssdbranch01.tumblr.com/ 

第２支部 

支部長 平松 早苗 
 

 

2018

  

第３支部 

支部長 黄 ロビン 
 

 
1. 3  

30 3
2019 3 10

14
18

17 60

USB  
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Sutas Pornpan

4
4

 
2. 3  

3

3 3
 

3. 3  
3

25
2

Shen Tao LI. 
MINGHUI  
 
4. 3  

3

http://jssd3b.jp/  

第４支部 

支部長 久保 雅義 
 

 

 

池側教授よりD-Labの説明を受ける 

 

DeNAデザイン本部長/増田真也講演 

第５支部 

支部長 田村 良一 
 

30 2018
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口頭発表の様子

 
ポスター発表の様子 

 

本部事務局 

本部事務局長 佐藤 弘喜 
 

教育部会 

主査 金子 武志 
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環境デザイン部会 

主査 清水 泰博 
 

家具・木工部会 

主査 新井 竜治 
 

デザイン史研究部会 

主査 立部 紀夫 
 

30

 
 

30 12  

 

 
Cafe MIYAMA

 
 

31  

 

 
Cafe MIYAMA

 
 

デザイン理論・方法論部会 

主査 松岡 由幸 
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ファッションデザイン部会 

主査 神野 由紀 
 

子どものためのデザイン部会 

主査 岡崎 章 
 

プロダクトデザイン研究部会 

主査 山崎 和彦 
 

( X
) )

( Web
Facebook

)  

タイムアクシスデザイン研究部会 

主査 寺内 文雄 
 

 

バイオ・メディカルデザイン研究

部会 

主査 國本 桂史 
 

主査　工藤 芳彰
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情報デザイン部会 

主査 原田 泰 
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 第２号議案  

2018 年度 収支決算報告 

 

Ⅰ 貸借対照表 

 
（平成３１年３⽉３１⽇現在） 

   単位：円 

科   ⽬ ⾦  額 科   ⽬ ⾦  額 

（資産の部）  （負債の部）   
流動資産 15,719,567 流動負債 70,000 
 現⾦及び預⾦ 15,719,567  未払法⼈税等 70,000 
固定資産 0 固定負債   
 有形固定資産  負債合計 70,000 

 無形固定資産  （純資産の部）   
 投資その他の資産   ⼀般正味財産 15,649,567 
   純資産合計 15,649,567 

資産合計 15,719,567 負債・純資産合計 15,719,567 

 

Ⅱ 損益計算書 

 
（⾃平成３０年 4 ⽉ 1 ⽇ ⾄平成３１年３⽉３１⽇） 

  単位：円 
科    ⽬ ⾦    額 

【経常損益の部】     
 （経常収益） ⾦ 額 合 計 
   事業収益 23,814,474   
    正会員年会費 15,853,000   
    新⼊会員 1,467,000   
    賛助会員 769,568   
    年間購読会員 1,480,500   
    学⽣会員 1,099,000   
    学会誌掲載負担⾦ 2,316,000   
    作品応募料 93,000   
    雑収⼊ 736,406   
   財務収益 119   
    受取利息 119 23,814,593 
 （経常費⽤）     
   事業費⽤ 5,378,215   
    オンデマンド印刷 1,435,026   
    論⽂審査委員会 697,000   
    作品審査委員会 152,749   
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    論⽂集 869,400   
    作品集 943,920   
    概要集 1,287,360   
    ⼤会補助費 -2,451,634   
    オーガナイズドセッション 242,302   
    国際デザイン会議 59,495   
    研究部会活動補助費 290,111   
    ⽀部活動補助費 443,044   
    広報費 35,209   
    学術会関連 191,748   
    出版物通信費 254,043   
    概要集編集委員会 407,440   
    特集号編集委員会 260,000   
    総会準備経費 27,470   
    封筒費 111,132   
    予備費 122,400   
   管理費⽤ 9,630,290   
    給料⼿当 4,570,000   
    理事会運営費 542,561   
    通信費 528,078   
    消耗品費 78,848   
    ⽔道光熱費 134,378   
    ⽀払⼿数料 144,436   
    賃借料 1,800,000   
    保険料 97,656   
    事務合理化施設設備費 218,986   
    経営業務コンサルタント料 162,000   
    通勤費 199,280   
    印刷費 155,220   
    運営経費 237,733   
    アルバイト雇⽤費 587,300   
    雑費 173,814 15,008,505 

経常利益   8,806,088 
（経常外損益の部）     
  経常外収益     
  経常外費⽤   0 

税引前当期純利益   8,806,088 
法⼈税、住⺠税及び事業税   0 

当期純利益   8,806,088 
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Ⅲ 決算書 

 
〔一般会計〕

■収入の部

予算額 決算額
増減

対予算額

2017年度繰越金 6,913,479 6,913,479 0 6,913,479

1 会費（現） 16,374,800 16,321,500 -53,300 正会員＠13,000×1,220名 15,853,000

学生会員＠6,500×72名 468,500

2 会費（新） 2,090,000 2,097,500 7,500 正会員＠18,000×82名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,467,000

学生会員＠6,500×97名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 630,500

3 賛助会員費（現） 920,000 709,568 -210,432 24件 709,568

4 賛助会員費（新） 30,000 60,000 30,000 2件 60,000

5 年間購読会員費（現） 1,225,000 1,480,500 255,500 @ 25,000x58件 1,480,500

6 年間購読会員費（新） 25,000 0 -25,000 0件 0

7 広告費 50,000 0 -50,000 0件 0

8 学会誌掲載別刷料･負担金 3,235,000 2,409,000 -826,000 論文掲載料 1,756,000

作品集審査費 93,000

作品集掲載料 440,000

2017年度作品集掲載料 120,000

9 概要集売上金 0 0 0 ＠3,500×1冊 0

10 春季研究発表大会 5,000,000 5,947,520 947,520 参加費 3,870,500

研究発表費 822,000

懇親会 805,000

企業展示 450,000

預金利息 20

11 秋季企画大会 1,000,000 495,500 -504,500 参加費 219,500

企業展示 90,000

レセプション参加費 186,000

12 雑収入 820,000 736,525 -83,475 学会誌売上 67,100

N II-ELS還元金、補助金、預金利息等 668,245

その他 1,180

13  寄付金 0 0 0 0

計 37,683,279 37,171,092 -512,187 37,171,092

■支出の部

予算額 決算額
増減

対予算額

本部事務局＆理事会関係 11,129,280 9,630,290 -1,498,990

1 本部事務局経費 10,079,280 9,087,729 -991,551 消耗品代 78,848

運営経費（春季大会出張費用含む） 237,733

職員給与（@ 180,000×12,@ 230,000×2）+(@ 150,000x12,@ 75,000x2) 4,570,000

通勤費（@ 6,000x12）+（@ 13,820x4,@ 6,000x12） 199,280

施設設備費 218,986

通信費及び電話代金 528,078

印刷代 155,220

雑費 173,814

会費引落経費 144,436

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 134,378

アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿管理補助等) 587,300

経営業務コンサルタント料 162,000

租税公課 0

法人税、住民税及び事業税 0

労災保険料 97,656

2 理事会運営費 1,050,000 542,561 -507,439 会場借用料、理事会運営経費等 542,561

3 選挙経費 0 0 0 選挙に関する費用 0

出版関係 1,395,000 1,109,749 -285,251

4 論文審査委員会経費 700,000 697,000 -3,000 697,000

5 作品審査委員会経費 275,000 152,749 -122,251 作品集編集費 152,749

6 学会誌編集・出版委員会経費 30,000 0 -30,000 0

7 特集号編集委員会経費 390,000 260,000 -130,000 第26巻1号編集委員会 130,000

第26巻2号編集委員会 130,000

第26巻1号編集委員会 0

学会誌印刷・通信関係 11,366,895 4,900,881 -6,466,014

8 印刷費 9,866,895 4,646,838 -5,220,057 論文集 869,400

特集号 0

作品集 943,920

論文集・作品集オンデマンド印刷費 1,435,026

概要集U SB(700冊印刷）プログラム印刷費 1,287,360

封筒代 111,132

9 出版物通信費 1,500,000 254,043 -1,245,957 郵送料・事務代行料金 254,043

項目 決算額内訳

項目 決算額内訳
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大会関係 2,260,000 4,728,093 -103,267

10 2017，2018年度　春季研究発表大会 3,000,000 2,571,360 -428,640 2017年度大会補助金（返金） -500,000

プログラム・カンファレンスキット 540,452

講演料等 163,273

アルバイト雇用費 735,000

会場費・会場設営費 505,285

懇親会費 706,000

通信費 20,559

租税公課 1,800

消耗品費 391,570

雑費 7,421

11 2018年度 秋季企画大会 1,200,000 920,026 -279,974 通信費 3,583

業務委託料 57,844

消耗品費 9,247

講演料等 318,840

アルバイト雇用費 302,000

会場費・会場設営費 47,000

ワークショップ実施 0

懇親会費 180,000

雑費 1,512

12 2019年度春季研究発表大会 0 500,000 500,000 準備費 500,000

13 春季大会概要集編集 450,000 407,440 -42,560 アルバイト雇用費（2018年度分） 42,400

演題登録システム（PASREG）利用料（2018年度春季分） 365,040

14 春季オーガナイズドセッション費用 320,000 242,302 -77,698 4件 242,302

15 学会セミナー費用 100,000 0 -100,000 0

16 総会準備経費 30,000 27,470 -2,530 総会経費、委任状・資料印刷代 27,470

17 学会各賞選考委員会経費 100,000 0 -100,000 書類作成費（学会各賞推薦状・資料・記念品代等） 0

18 国際デザイン会議 60,000 59,495 -505 国際デザイン会議会費  （500＄）                          59,495

国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 0

委員会関係 1,400,000 733,155 -666,845

19 委員会経費 200,000 0 -200,000 １委員会 0

20 研究部会共通経費 400,000 290,111 -109,889 共通費（6研究部会） 290,111

21 支部活動補助費 750,000 443,044 -306,956 5支部 443,044

22 市販図書企画・編集経費 50,000 0 -50,000 編集費 0

広報関係 250,000 35,209 -214,791

23 広報費 250,000 35,209 -214,791 大会ポスター，ちらし通信費 65回大会 26,158

ホームページリニューアル 0

ホームページ管理・運営 9,051

その他 6,882,104 16,033,715 9,151,611

24 学協会関連 275,000 191,748 -83,252 学術会議活動費（@ 30,000＋@ 30,000) 0

藝術学関連学会連合シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 0

日本工学会会費 26,748

CPD協議会会費 50,000

日刊工業新聞社 30,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

25 予備費 6,607,104 122,400 -6,484,704 慶弔費 122,400

その他 0

26 繰越金 0 15,719,567 15,719,567 15,719,567

計 34,683,279 37,171,092 -83,547 37,171,092

［特別会計］

2017年度 2018年度 増減

学会本部事務局常設基金 20,361,680 20,363,408 1,728 利息(￥1,728-)：基金に繰り入れ  

決算額内訳
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2019 年度 委員会等一覧 

 

本部事務局 事務局⻑ 副事務局⻑ 幹事 

 佐藤弘喜 ⼩野 健太 
佐藤浩⼀郎 加藤健郎 

    

委員会 委員⻑ 委員 幹事 

論⽂審査委員会 

久保光徳（和⽂誌担当） 
池⽥岳史 

佐藤浩⼀郎 
両⾓清隆 

川合康央 
益岡 了 

 

村上存＊(英⽂誌担当) 
加藤健郎 
⼩⼭慎⼀ 

柳澤秀吉＊ 

蘆澤雄亮 
Sim Teck Ceng  

作品審査委員会  杉下哲               
⼩林昭世(副) 

加藤⼤⾹⼠                         
上綱久美⼦                          
永盛祐介＊                                              
細⾕多聞 

 
  

 
 

学会誌編集・出版委員会 井⼝壽乃 加藤三喜             伊原久裕 
⽥中佐代⼦ 

研究推進委員会 ⼩林昭世 蘆澤雄亮＊             
柿⼭浩⼀郎＊                 

企画委員会・総合企画 岡崎章 加藤健郎                     
森⽥昌嗣         

企画委員会・⽀部企画 平松早苗 

⻩ロビン                         
久保雅義              
⽥村良⼀              
横溝賢               

  

教育・資格委員会 佐藤浩⼀郎 加藤健郎                                         

広報委員会 ⼤島直樹 
蘆澤雄亮＊             
加藤三喜               

永盛祐介＊          
  

財務委員会 ⽣⽥⽬美紀 ⼩野健太                   

市販図書企画・編集委員会 加藤健郎 佐藤浩⼀郎 蘆澤雄亮＊ 

春季研究発表⼤会概要集編集委員会 永井由佳⾥ 柿⼭浩⼀郎＊           
永盛祐介＊      ⼩宮加容⼦ 

   
 

⽀部 ⽀部⻑ 副⽀部⻑ 幹事 

第 1 ⽀部(北海道・東北地域) 横溝賢 原⽥泰           

第 2 ⽀部(関東地域) 平松早苗 ⼯藤芳彰      森⼭貴之 

第 3 ⽀部(北陸・中部地域) ⻩ロビン 國本桂史                      

廣瀬伸⾏ 
⻄尾浩⼀ 
中⻄正明 
須藤正時 
鄭 道成 
丁 知強 
⼸⽴順⼦ 

第 4 ⽀部(近畿・中国・四国地域) 久保 雅義 岡⽥栄造 ⾚井 愛 

第 5 ⽀部(九州・沖縄地域) ⽥村良⼀ 池⽥美奈⼦     岩⽥敦之 
⼤久保亨 
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梶⾕克彦 
迫坪知広 

曽我部春⾹ 
鶴野幸⼦ 
中村隆敏 
⻄⼝顕⼀ 
原⽥和典 

    

学会各賞選考委員会 委員⻑ 委員   
   ＜協⼒委員会＞ 庄⼦晃⼦ ⻘⽊弘⾏ 杉⼭和雄 

   論⽂審査委員会   原⽥昭 松岡由幸 

   作品審査委員会   宮内悊 宮崎清 

    森典彦 ⼭中敏正（担当） 

委員会等担当 担当     

Design シンポジウム担当 松岡由幸 ⼩林昭世 加藤健郎 

デザイン関連学会シンポジウム担当 松岡由幸    

IASDR 担当 ⼭中敏正                         ⼩野健太   

⽇本学術会議担当 ⼩林昭世(第⼀)           村上存＊(第三)   
⽇本⼯学会担当 ⼩野健太＊     

横幹連合担当 蘆澤雄亮＊     
機械⼯業デザイン賞審査委員会担当 ⼩林昭世     

    
運営会議 松岡由幸 

⼩林昭世 
佐藤弘喜 
⼩野健太 

佐藤浩⼀郎 
久保光徳              
村上存＊                
杉下哲                             

 

井⼝壽乃      
岡崎章               

平松早苗                
⼯藤芳彰 
⼤島直樹 
加藤健郎                

⽣⽥⽬美紀                
⼩⼭慎⼀                                      

柳澤秀吉＊               
上綱久美⼦              
永盛祐介＊              
加藤三喜               

蘆澤雄亮＊               
⼭中敏正 
國澤好衛 

選挙管理委員会 ※2019 年 7 ⽉ 31 ⽇まで 委員⻑ 委員   
  井上征⽮ 永⾒豊 

⼋⾺智 
吉澤陽介 
永盛祐介 

  

    
 

監事 國澤好衛                 佐々⽊美貴   
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2019 年度日本デザイン学会組織 

 
２０１８年度　日本デザイン学会組織

代議員会

理事会
総 会

運営会議

本部事務局

監 事

選挙管理委員会

会長
副会長

論文審査委員会

作品審査委員会

学会誌編集・出版委員会

研究推進委員会

企画委員会
総合企画

支部企画

春季研究発表大会担当

広報委員会

教育・資格委員会

財務委員会

春季研究発表大会概要集編集委員会

市販図書企画・編集委員会

学会各賞選考委員会担当

第１支部

第２支部

第３支部

第４支部

第５支部

秋季企画大会担当

ＩＡＳＤＲ担当

日本学術会議・日本工学会・横幹連合担当

（北海道・東北地域）

（関東地域）

（北陸・中部地域）

（近畿・中国・四国地域）

（九州・沖縄地域）

（支部グループ）

Ｄｅｓｉｇｎシンポジウム担当

・事務処理（電話応対，郵便物仕分け，返送郵便物処理）
・事務局経費の管理，監査の依頼
・会計管理，会費請求，振り込みチェック
・入会/退会手続き，名簿管理（住所変更）
・タックシール打ち出し，抜き刷り発送
・学会誌管理，販売
・理事会資料の原稿，理事会議事録の作成
・委任状の準備と発送手配
・理事会の案内（大会時には名誉会員にも案内），準備
・理事会議事録の作成と会報原稿化
・総会プログラムの作成，参加者への依頼
・大会/総会での受付業務
・総会資料の作成，各賞授賞式などの司会進行
・総会委任状の印刷と送付依頼
・学会各賞推薦状等の発送
・学会各賞など　賞状，記念品の手配
・その他各委員会，事務局の原稿コピー，案内発送等

・論文審査電子化
・論文審査基準の継続的な検討と確認
・国際化と同時に，デザイン学研究を特徴付ける実践研究の活性化
・審査委員会の招集，審査の調整と管理，理事会での報告
・査読依頼・結果処理と学会誌編集・出版委員会への連絡
・投稿規定，執筆要領の管理
・学会誌のインパクトファクター獲得に向けての計画と実行

・学会の電子出版化
・発刊状況/出版費の調整と管理，理事会での報告
・論文集・概要集：各審査委員会との連絡
・論文誌，作品集の編集，校正の依頼
・特集号：責任編集者の決定
・編集委員会の招集，発刊計画の立案と理事会に提案
・会報：原稿依頼と編集
・印刷業者との連絡，本部事務局への印刷代振り込み指示

・研究部会の状況把握，活性化
・研究発表大会における研究部会主導発表枠〔テーマセッション〕の調整
・学生部会，若手部会の創設検討と支援
・学生プロポジションの運営

・拡大するデザイン領域と連動した・横断型，実践型研究活動の推進
・大会におけるオーガナイズドセッションなどの計画・実施
・各種セミナー，特設イベントの推進

・支部活動の状況把握，活性化
・支部をベースとした企画の計画立案

・資格制度設立に向けて，他のデザイン機関との連携，調整
・デザイナーの継続教育プログラムの検討

・学会の電子出版の支援
・企画委員会と連動して学会の広報計画を立案実施
・インターネットを利用した海外，国内へ向けての学会情報発信
・各種情報・データベースの管理

・財務状況の把握，改善
・学会財務体質の長期見通しと年度計画
・予算の編成
・会計管理

・市販図書の企画と迅速な出版

・選考委員会の招集
・記念講演の手配
・授賞式での報告

・発表登録システムの作成，学会誌編集・出版委員会との連絡
・原稿受付，データベース化，会費納入確認依頼
・原稿プログラムの作成
・会場及び発表設備の確認依頼
・大会実行委員会との連絡
・概要集の編集，校正，印刷所との連絡
・座長の決定，座長マニュアルの発送，原稿返却

・実行委員会の編成
・企画の立案，理事会への報告
・会員への告知依頼
・参加費の徴収，大会運営会計管理/報告

・会議への出席，理事会への報告
・会員への案内の依頼

平成２４年度　デザイン学会組織図および役割
ver.2 2012/04/21
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2019 年度事業計画 

 

論文審査委員会 

委員長 久保 光徳 
 

 

   
   

 
 

作品審査委員会 

委員長 杉下 哲 
 

2019

25
20 31

Web

 

学会誌編集・出版委員会 

委員長 井口 壽乃 
 

研究推進委員会 

委員長 小林 昭世 
 

企画委員会 総合企画 

委員長 岡崎 章 
 

企画委員会 支部企画 

委員長 平松 早苗 
 

教育・資格委員会 

委員長 佐藤 浩一郎 
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広報委員会 

委員長 大島 直樹 
 

Web
 

Web

Web

財務委員会 

委員長 生田目 美紀 
 

市販図書企画・編集委員会 

委員長 加藤 健郎 
 

学会各賞選考委員会担当 

担当理事 山中 敏正 
 

Design シンポジウム担当 

担当理事 小林 昭世 
 

2019
11/16-17

 

IASDR担当 

担当理事 山中 敏正 
 

．

日本学術会議 

第一部/人文・社会科学 

担当理事 小林 昭世 
 

16

 
2019

6 8 ( )
14

横断型基幹科学技術 

研究団体連合 

担当理事 蘆澤 雄亮 
 

2

2019 11 30 12 1



- 22 - 

機械工業デザイン賞審査委

員会担当 

担当理事 小林 昭世 
 

第１支部 

支部長 横溝 賢 
 

第２支部

支部長 平松 早苗 
 

2020

 
2018

 

第３支部 

支部長 黄 ロビン 
 

第４支部 

支部長 久保 雅義 
 

第５支部 

支部長 田村 良一 
 

2019 31

2006 18
2008

20

PDF Web

 
11

2 2019 5

PDF

MediaWiki
 

Web
 

本部事務局 

本部事務局長 佐藤 弘喜 
 



- 23 - 

教育部会 

主査 金子 武志 
 

環境デザイン部会 

主査 清水 泰博 
 

SNS

 

 

家具・木工部会 

主査 新井 竜治 
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デザイン理論・方法論部会 

主査 松岡 由幸 
 

子どものためのデザイン部会 

主査 工藤 芳彰 
 

KDSS2019

04

 
https://www.facebook.com/design.f

or.children.jp/

タイムアクシスデザイン研究部

会 

主査 寺内 文雄 
 

バイオ・メディカルデザイン研

究部会 

主査 國本 桂史 
 

創造性研究部会 

主査 永井 由佳里 
 

 

農業デザイン研究部会 

主査 禹 在勇 
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2019 年度 予算 

 
〔一般会計〕

■収入の部

予算額

2018年度繰越金 15,719,567 15,719,567

1 会費（現） 16,629,600 正会員＠13,000×1,483名×0.8(徴収率) 15,423,200

学生会員＠6,500×232名×0.8(徴収率) 1,206,400

2 会費（新） 2,090,000 正会員＠18,000×80名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,440,000

学生会員＠6,500×100名(入会金：免除，年会費：6,500) 650,000

3 賛助会員費（現） 920,000 30件 920,000

4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000

5 年間購読会員費（現） 1,200,000 ＠25,000×48件 1,200,000

6 年間購読会員費（新） 25,000 ＠25,000×1件 25,000

7 広告費 50,000 ＠50,000×1件 50,000

8 学会誌掲載料 2,675,000 論文掲載料（(＠40,000×8報)×6冊） 1,920,000

作品集審査費（@ 3000×25件） 75,000

作品集掲載費（＠40,000x15報） 600,000

2018年度作品集掲載費（＠40,000x2件） 80,000

9 春期研究発表大会 5,000,000 5,000,000

10 秋季企画大会 500,000 500,000

11 雑収入 750,000 学会誌売上 50,000

N II-ELS還元金、補助金、預金利息等 700,000

その他 0

寄付 0

計 45,589,167 45,589,167

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 11,139,280

1 本部事務局経費 9,939,280 消耗品代 300,000

運営経費（春季，秋季大会出張費用含む） 300,000

職員給与（＠180,000×12,＠230,000×2）+ (@ 150,000×12, ＠75,000×2) 4,570,000

通勤費（＠6,000x12）＋（@ 13,820x4, ＠6,000x12) 199,280

施設設備費 250,000

通信費及び電話代金 700,000

印刷代 200,000

雑費 200,000

会費引き落とし経費 150,000

賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000

光熱費 140,000

アルバイト雇用費および時間外手当 700,000

経理業務コンサルタント料 250,000

租税公課 10,000

法人税、住民税及び事業税 70,000

労災保険料 100,000

2 理事会運営費 800,000 会場借用料、理事会運営経費等 800,000

3 選挙経費 400,000 選挙に関する費用 400,000

学会誌審査・編集関係 1,465,000

4 論文審査委員会経費 700,000 700,000

5 作品審査委員会経費 275,000 275,000

6 学会誌編集・出版委員会経費 100,000 100,000

7 特集号編集委員会経費 390,000 第27巻1号編集委員会 130,000

第27巻2号編集委員会 130,000

第28巻1号編集委員会 130,000

項目 予算額内訳

項目 予算額内訳
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学会誌印刷・通信関係 17,491,000

8 印刷費 15,991,000 2018年度論文集（1冊） 300,000

2018年度特集号（2冊） 5,000,000

2018年度作品集（0冊） 0

論文集（＠30,000×10報）×6冊 1,800,000

特集号（＠2,500,000×2冊） 5,000,000

作品集（＠35,000×20報） 700,000

論文集・作品集のオンディマンド印刷費（＠1000×7冊+ @ 3700×1冊）×130件 1,391,000

概要集ＵＳＢ（700セット），プログラム印刷費（700冊） 1,300,000

封筒代 500,000

9 出版物通信費 1,500,000 郵送料・事務代行料金 1,500,000

大会関係 5,860,000

10 2019年度春期研究発表大会 3,000,000 3,000,000

11 2019年度秋季企画大会 1,000,000 1,000,000

12 2020年度春期研究発表大会（準備金） 500,000 500,000

13 春季大会概要集編集委員会経費 450,000 活動費 50,000

演題登録システム（PASREG）利用料，データ変換料 400,000

14 春季オーガナイズドセッション費用 320,000 ＠80,000×4件 320,000

15 学会セミナー費用 100,000 100,000

16 総会準備経費 30,000 総会経費、委任状・資料印刷代 30,000

17 学会各賞選考委員会経費 100,000 資料作成費・記念品代 100,000

18 国際デザイン会議 60,000 国際デザイン会議会費　(500＄) 60,000

国際デザイン会議活動費 0

19 D esignシンポジウム補助費 300,000 300,000

委員会関係 1,400,000

20 委員会経費 200,000 共通費 200,000

21 研究部会共通経費 400,000 共通費（現行16研究部会） 400,000

22 支部活動補助費 750,000 ＠150,000×5支部分 750,000

23 市販図書企画・編集経費 50,000 編集費 50,000

広報関係 250,000

24 広報費 250,000 大会ポスター・通信費，パンフレット作成費 200,000

ホームページ管理・運営 50,000

その他 7,983,887

25 学協会関連 305,000 学術会議活動費（＠30,000＋＠30,000） 60,000

藝術学関連学会連合シンポジウム分担金 15,000

日本工学会活動費 10,000

日本工学会会費 40,000

CPD協議会会費 50,000

横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000

横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

デザイン関連学会 30,000

26 予備費 7,678,887 7,678,887

計 45,589,167 45,589,167 45,589,167

名誉会員証贈呈 

 
101   

102

103

104

105

106

107

 

 


